
令和7年度組合士検定試験対策講座
【組合運営編】

沖縄県中小企業団体中央会
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中小企業組合検定試験科目内容

【１】組合運営通論

①組合運営上の基本的留意点 ②運営組織、事務管理、

経営管理、財務管理

【２】共同事業運営論

①共同事業実施上の留意点 ②経済事業について

③非経済事業について ④協業事業について

【３】中小企業関係諸施策

①経営革新・新連携対策 ②金融対策

③下請け企業及び官公需対策 ④商業・サービス業対策

【４】労働関連法令

①雇用管理 ②労働契約 ③労働条件管理 ④就業規則

⑤労使関係と労務管理

【５】中小企業白書

①中小企業の動向



組合運営とは？
～どんな問題が出る？～
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（問題） （主な参考資料）

■ 第１問『小論文』４００字・・・・・・・・・・2025年版中小企業白書・小規模企業白書概要

■ 第２問『組合の経済事業』【語群選択】・・・・中小企業組合ガイドブック

■ 第３問『組合運営及び共同事業の運営』・・・・中小企業組合ガイドブック・中協法
【二者択一問題（○か×）】

■ 第４問『中小企業施策』【三者択一問題】・・・2025年版中小企業白書・小規模企業白書概要

■ 第５問『労務管理・労働法』【三者択一問題】・厚生労働省HP、 e-Gov 法令検索 等
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2025年版中小企業白書・小規模企業白書の概要.pdf

https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2025/PDF/2025gaiyou.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2025/PDF/2025gaiyou.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/pamflet/hakusyo/2025/PDF/2025gaiyou.pdf
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2024-2025中小企業組合ガイドブック.pdf

https://www.chuokai.or.jp/contents/seido/guidebook/2024-2025/guidebook2024-2025.pdf
https://www.chuokai.or.jp/contents/seido/guidebook/2024-2025/guidebook2024-2025.pdf
https://www.chuokai.or.jp/contents/seido/guidebook/2024-2025/guidebook2024-2025.pdf
https://www.chuokai.or.jp/contents/seido/guidebook/2024-2025/guidebook2024-2025.pdf
https://www.chuokai.or.jp/contents/seido/guidebook/2024-2025/guidebook2024-2025.pdf
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e-Gov 法令検索

厚生労働省HP

https://laws.e-gov.go.jp/
https://laws.e-gov.go.jp/
https://laws.e-gov.go.jp/
https://laws.e-gov.go.jp/
https://www.mhlw.go.jp/index.html
https://www.mhlw.go.jp/index.html


出題の傾向
第1問『小論文』400字

■ 基本的な対象範囲

→組合運営上の基本的留意点、運営組織、事務管理、経営管理、財務管理

（※たまに災害対策や、コンプライアンスの問題といったタイムリーな社会問題か
ら出題されることもあるので、中小企業組合に関連づけて考えておく必要あり！！

令和５年：『人手不足・人材獲得への対策。その課題や取組について』

令和４年：『新型コロナウイルス感染症拡大への対策。その課題や取組について』

令和３年：『テレワーク導入において中小企業が果たす役割について』

令和２年：『組合の共同事業の効果を高める、利用状況と投資効果の把握に伴う

重要ポイント』

令和元年：『中小企業の事業承継を円滑にするために組合の果たす役割』
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令和6年度の振り返り
【第１問】問題と考え方

★第１問

（ポイント）

①最も重要なことは難しく考えず、シンプルに答えること。この設問では、

・働き方改革として、どのような取り組みが必要か。→具体的な内容を１つか２つ挙げる。
（例：長時間労働の是正、業務の効率化・無駄削減など）

・実現するためにはどのような対策が必要か→取り組みを可能にする方法や工夫を書く
（例：IT活用や業務の再編成で効率化、時差出勤やテレワークで負担軽減など）

②部分点などもあるため、知っている対策などの知識などを盛り込む事で文字数を稼ぐ
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令和6年度の振り返り
【第１問】回答
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今、働き方改革はあらゆる組織に共通する喫緊の課題である。ただ制度を掲げるだ
けでなく働き方改革が持続するように、それを実現できる仕組みを構築することが
必要である。古くからの職場慣習を見直して、惰性的な残業を制限し長時間労働を
是正する。それには業務方法を抜本的に見直して変革しなくては掛け声だけに終
わってしまう。I T の活用も含めて必要不可欠な業務に再編成し、無駄を排除してス
リム化した業務に標準化し労働時間を短縮する。また有給休暇取得の推進や育児休
暇制度の確立、子育てが両立できるような支援制度などを設けることも必要である。
しかし小さな職場になるほど、これらの制度の導入は他の職員の負担増大させてし
まう。このため時差出勤やテレワークの推進、フリーランス人材など外部の専門的
な人材の活用や業務委託、他の組合や他企業と連携による重複業務の一括処理など
の方法によって、効率的・効果的な働き方や組織体制にする。（３９９文字）
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